
市では目の不自由な人のために音訳版広報を発行しています。詳しくは秘書課までご連絡ください。

写真：10 月 20 日に行われた峯薬師大祭で峯薬師参りをする花嫁2013.NOV No.213
平成25年11月5日号

511



平成25年11月5日号 平成25年11月5日号3 2

出 入

決算

会計名
歳    入 歳    出

決算額 対前年増減額 前年比 決算額 対前年増減額 前年比
国民健康保険特別会計 136億9,506万円 +5億6,588万円 104.3% 129億2,480万円 +6億4,810万円 105.3%

後期高齢者医療特別会計 8億4,886万円 +1億2,434万円 117.2% 8億1,548万円 +1億1,012万円 115.6%

介護保険特別会計 60億9,506万円 +4億4,926万円 108.0% 59億5,302万円 +4億　853万円 107.4%

下水道事業特別会計 29億6,371万円 +2億2,425万円 108.2% 29億3,394万円 +2億2,621万円 108.4%

農業集落排水事業特別会計 9,788万円 △82万円 99.2% 9,362万円 +24万円 100.3%

土地区画整理事業特別会計 2億5,441万円 +8,705万円 152.0% 2億5,441万円 +8,705万円 152.0%

公共用地先行取得事業特別会計 1,435万円 △827万円 63.4% 1,435万円 △827万円 63.4%

温泉事業特別会計 1億6,232万円 △416万円 97.5% 1億4,777万円 △59万円 99.6%

墓地事業特別会計 1,293万円 △686万円 65.3% 1,112万円 △380万円 74.5%

総　額
446億
8,213万円 自主財源

253億7,268万円
56.8％

（△3億1,595万円）

依存財源
193億945万円

43.2％
(△2億3,745万円)

市税
191億5,321万円

42.9％
（＋5億7,697万円）

地方交付税
63億1,870万円

14.1％
（△1億5,850万円）

国庫支出金
52億7,050万円

11.8％
(△2億1,943万円)

諸収入
25億7,631万円

5.8％
(△5億5,279万円)

県支出金
31億7,539万円

7.1％
(＋2億2,357万円)

市債
26億1,810万円

5.9％
（＋70万円）

地方消費税交付金ほか
19億2,676万円

4.3％
（△8,379万円）

使用料及び手数料ほか
19億6,971万円

4.4％
（＋1億393万円）

繰越金
16億7,345万円

3.7％
(△4億4,406万円)

一般会計　歳入

事業名 区　分
収　　入

決算額 対前年増減額 前年比

水道事業

収益的収支 24億9,312万円 +5,018万円 102.1%

資本的収支 7億4,328万円 △1,848万円 97.6%

区　分
支　　出

決算額 対前年増減額 前年比
収益的収支 22億3,151万円 △3,649万円 98.4%

資本的収支 15億2,341万円 △1億6,404万円 90.3%

公 

有

財  

産

土　地 12,167,926㎡

建　物 385,264㎡

山林など 6,436,255㎡

無体財産権（商標権） 1 件

有価証券 1,680 万円

出資による権利 7 億 9,176 万円

基　  　金 140 億 2,616 万円

指  標 年  度 那須塩原
市の数値

早期健全化
基準※ 1

財政再生
基準※ 2 指標の意味

健

全

化

判

断

比

率

実質赤字比率 ※4
平成24年度 ― 11.94％以上

20％以上 一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する
割合で、赤字決算の場合に該当し、赤字の程度を表します。平成23年度 ― 11.96％以上

連結実質赤字比率
※4

平成24年度 ― 16.94％以上
30％以上

一般会計等に加えて国民健康保険・介護保険・下水道事業な
どの特別会計や一部事務組合などの関連するすべての会計を
対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する割合です。平成23年度 ― 16.96％以上

実質公債費比率
平成24年度 10.1％

25％以上 35％以上
一般会計等が負担する公債費や公債費に準ずるものなど（特
別会計や一部事務組合の借金返済額）の標準財政規模に対す
る割合です。平成23年度 10.6％

将来負担比率 ※5
平成24年度 ― 

350％以上
一般会計等（公社や第３セクターなどを加えた連結ベース）
が将来負担する可能性のある実質的な負債額の標準財政規模
に対する割合です。平成23年度 ― 

資金不足比率
（公営企業会計）※4

平成24年度 ― 経営健全化
基準 ※3
20％以上

各公営企業会計の資金不足額の事業の規模に対する割合です。
平成23年度 ― 

※ 1　４つの健全化判断比率のうち一つでも基準を超えた場合、「財政健全化計画」を策定して自主的な財政の健全化に取り組まなければなりません。
※ 2　４つの健全化判断比率のうち一つでもこの基準を超えた場合、「財政再生計画」を策定して国などの関与による財政再生を行わなければなりません。
※ 3　この基準を超えた公営企業は、「経営健全化計画」を策定し早期に経営健全化に向けた取り組みを行わなければなりません。
※ 4　実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率の赤字または資金不足を生じていないものは「－」と表記しています。
※ 5　将来負担比率はマイナスとなったため「－」と表記しています。

用語解説・歳入

一般会計　歳出

　平成24年度は、前年度同様すべての指標で基準を大きく下回っており、本市の財政状況は「健全である」と判断できます。
♢財政の健全性に関する比率を全てクリア

用語解説・歳出

♢特別会計の決算状況

♢公営企業の決算状況 ♢財産状況※消費税額が含まれています。

民生費
124億9,925万円

29.6％
（＋1億913万円）

公債費
55億1,979万円

13.0％
(△5,657万円)

教育費
55億1,002万円

13.0％
(＋1億1,269万円)

衛生費
48億6,080万円

11.5％
(＋16億5,494万円)

総務費
46億5,715万円

11.0％
(△12億1,382万円)

土木費
36億187万円

8.5％
(△9億1,709万円)

商工費
20億9,725万円

5.0％
(△1億2,633万円)

消防費
16億3,503万円

3.9％
(△7,969万円)

農林水産業費
11億8,635万円

2.8％
(△2億5,601万円)

その他
7億1,345万円

1.7％
（△5億837万円）

総　額
422億
8,096万円

総　額
422億
8,096万円

人件費
64億1,435万円

15.2％
（△1億9,973万円）

扶助費
80億7,771万円

19.1％
（△5,681万円）

普通建設事業費
（単独事業費）
20億8,825万円

4.9％
（＋3億8,530万円）

公債費
55億1,979万円

13.0％
（△5,657万円）

普通建設事業費
（補助事業費）
20億946万円

4.8％
（△5億6,276万円）

災害復旧費
4億9,810万円

1.2％
（△1億1,811万円）

物件費
67億409万円

15.9％
（＋9億4,522万円）

補助費等
37億6,141万円

8.9％
（△4億1,981万円）

繰出金
44億154万円

10.4％
（＋2億3,874万円）

その他
28億626万円

6.6％
（△14億3,659万円）

義務的経費
200億1,185万円

47.3％

その他の経費
176億7,330万円

41.8％

投資的経費
45億9,581万円

10.9％

自主財源…市税など市が自ら集めるお金
依存財源…国、県などから交付されるお金
市税…市民税や固定資産税、たばこ税など皆さんが納めたお金
諸収入…学校給食費など他の科目に含まれないお金
繰越金…前年度の剰余金
使用料及び手数料…市の施設を利用したり、サービスの提供を受け
たときに支払ったお金

地方交付税…所得税、法人税、酒税など国税として徴収された中か
ら市の財政状況に応じて交付されるお金
国庫支出金…福祉援助や道路整備のために国から交付されるお金
県支出金…福祉援助や道路整備のために県から交付されるお金
市債…道路や施設を整備するために、国や銀行から借り入れるお金
地方消費税交付金…消費税として徴収された税金のうち、地方分と
して交付されるお金

《目的別》
民生費…子どもや高齢者・障害者などの福祉のための経費
公債費…借入金の元金や利子を返済するための経費
教育費…学校の整備など、教育や文化を盛んにするための経費
衛生費…ごみ処理や市民の健康増進を図るための経費
総務費…税務事務や市役所運営、防災などのための経費
土木費…道路や公園などの整備や管理をするための経費
商工費…商工業や観光の振興のための経費
消防費…消防や救急などのための経費
農林水産業費…農林業や畜産業を盛んにするための経費
その他…議会費、労働費、災害復旧費の合計

《性質別》
義務的経費…支出が義務付けられ、任意に削減できない経費
投資的経費…道路や学校の整備など将来に残るもののための経費
その他の経費…義務的経費・投資的経費以外の経費
人件費…市議会議員の報酬や職員の給料など
扶助費…生活保護や福祉など援助が必要な人のための経費
公債費…借入金の元金や利子を返済するための経費
普通建設事業費…道路、学校などの建設事業のための経費
災害復旧費…災害により被災した施設を復旧するための経費
物件費…消耗品、光熱水費、賃借料、委託料など
補助費等…各種団体などへの負担金や補助金など
繰出金…特別会計へ支出するための経費
その他…維持補修費、積立金、投資、出資金、貸付金、予備費の合計

　平成 24 年度の市の決算状況を公
表します。
　一般会計の決算額は、歳入 446 億
8,213 万円、歳出 422 億 8,096 万円で、
歳入と歳出の差引額から翌年度に繰
越すべき財源 2 億 409 万円を除いた
額は、21 億 9,708 万円で、黒字決算
となりました。
　なお、市民1人当たりの決算額は、
歳入が37万6,236円、歳出が35万6,017
円となっています。
問い合わせ　本財政課

☎0287（62）7118

性質別性質別目的別目的別

※（　）内は前年度比※（　）内は前年度比



平成25年11月5日号 平成25年11月5日号5 4

 今月のテーマ

　

便
利
に
気
軽
に
利
用
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ネ
ッ
ト
）シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
。
今
や
コ
ン
ビ
ニ
や
百
貨

店
に
匹
敵
す
る
市
場
規
模
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

お
店
で
購
入
で
き
る
商
品
の
ほ

と
ん
ど
が
ネ
ッ
ト
で
購
入
で
き
る

う
え
、
音
楽
や
画
像
・
動
画
の
配

信
、
電
子
書
籍
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
い
つ
で
も
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
便

利
な
一
方
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

注
意
す
る
こ
と
は
？

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
多
く

の
場
合
、
相
手
と
対
面
し
な
い
遠

隔
地
取
引
で
す
。
そ
の
た
め
、
相

手
と
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、

商
品
未
着
や
返
品
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
よ
う

な
通
信
販
売
を
規
制
し
た
特
定
商

取
引
法
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
、
シ
ョ
ッ

プ
に
次
の
表
示
を
義
務
づ
け
て
い

ま
す
。
必
ず
事
前
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

①
連
絡
先
（
住
所
、
電
話
番
号
、

　

責
任
者
の
氏
名
な
ど
）

②
返
品
特
約
（
商
品
の
返
品
の
可

　

否
や
そ
の
条
件
。
通
信
販
売
に

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
制
度
は

　

な
く
、
返
品
特
約
の
表
示
が
な

　

い
場
合
は
、
商
品
到
着
後
８
日

　

間
以
内
に
消
費
者
の
送
料
負
担

　

に
よ
る
返
品
が
可
能
で
す
）

③
支
払
い
方
法
（
前
払
い
で
の
振

　

り
込
み
の
場
合
は
、
な
る
べ
く

　

利
用
を
避
け
る
）

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
流
行

に
敏
感
な
市
場
で
す
。
こ
れ
ま
で

も
一
時
的
に
市
場
で
品
薄
に
な
っ

た
マ
ス
ク
や
水
、
放
射
線
測
定
器

な
ど
が
取
引
さ
れ
、
粗
悪
品
も
多

数
流
通
し
ま
し
た
。
市
場
で
品
薄

と
な
る
商
品
を
ネ
ッ
ト
で
探
す
時

こ
そ
、
信
用
で
き
る
シ
ョ
ッ
プ
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

「インターネットショッ
ピングに気を付けよう」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
８
７（
63
）７
９
０
０

開
設
時
間　

平
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時

知
っ
て
い
ま
す
か
？

那
須
塩
原
ス
イ
ー
ツ

会計名 予算額　Ⓐ 収入済額 Ⓑ 率 ％
(Ⓑ/Ⓐ)支出済額

国民健康保険
歳入 133 億 5,707 万円 62 億 2,602 万円 46.6%

歳出 133 億 5,707 万円 54 億 3,117 万円 40.7%

後期高齢者医療
歳入 8 億 4,237 万円 4 億 3,787 万円 52.0%

歳出 8 億 4,237 万円 3 億 1,515 万円 37.4%

介護保険
歳入 64 億 1,243 万円 31 億　699 万円 48.5%

歳出 64 億 1,243 万円 25 億 8,616 万円 40.3%

下水道事業
歳入 37 億 6,096 万円 17 億 8,403 万円 47.4%

歳出 37 億 6,096 万円 18 億 1,533 万円 48.3%

農業集落排水事業
歳入 1 億 2,079 万円 7,058 万円 58.4%

歳出 1 億 2,079 万円 6,659 万円 55.1%

温泉事業
歳入 7,001 万円 3,574 万円 51.0%

歳出 7,001 万円 2,353 万円 33.6%

墓地事業
歳入 371 万円 351 万円 94.6%

歳出 371 万円 73 万円 19.7%

平成25年度 上半期の予算執行状況

区　分 予算額　Ⓐ 収入済額 Ⓑ 率 ％
支出済額 (Ⓑ/Ⓐ)

水
道
事
業

収益的収支
収入 24 億 7,471 万円 12 億 3,597 万円 49.9%

支出 24 億 1,674 万円 10 億 2,284 万円 42.3%

資本的収支
収入 12 億 3,203 万円 2 億 1,470 万円 17.4%

支出 22 億 3,080 万円 5 億 3,724 万円 24.1%

♢公営企業の執行状況

♢特別会計の執行状況

　残高のおよそ 4分の 1を占めている臨時財政
対策債は、本来地方交付税として本市に交付さ
れる額の不足分を借り入れているもので、その
償還金は今後の地方交付税に算入されます。

　平成 24 年度に借り入れた金額は、26 億 1,810
万円で、そのうち合併特例債は、11 億 4,970 万
円です。主な借入目的は次のとおりです。
　・稲村公民館建設事業………3億 4,190 万円
　・学校耐震改修事業…………2億 3,510 万円
　・社会資本整備総合交付金事業（道路整備）
　　　　　　　　　　…………1億　650 万円
平成 24 年度の元利償還金
　平成 24 年度に返済したお金は、55億1,947万
円です。（元金49億7,390万円、利子5億4,557万円）
　元利償還金のうち、37 億 9,730 万円が地方交
付税に算入されています。

140億9,912万円  　　　

市債教育費

♢一般会計の執行状況

予算額　  559億6,939万円
支出済額  192億9,667万円
執行率　  34.5％

歳出 歳入

♢市債の状況

合併特例債
162億

807万円
（45.0％）

臨時財政対策費
94億940万円
（26.1％）

土木債
65億

7,626万円
（18.2％）

教育債
16億525万円

（4.5％）

市が借りているお金の残高
（平成24年度末　一般会計）

※（　）は構成比

民生費

衛生費

土木費

公債費

総務費

消防費

その他

国庫支出金

市税

地方交付税

県支出金

繰越金

諸収入

その他

15億8,766万円(11.3％)

123億7,887万円  　　　
55億2,022万円(44.6％)

73億2,450万円  　　　
23億5,305万円(32.1％)

58億5,018万円  　　　
17億6,381万円(30.1％)

54億   456万円  　　　
26億5,331万円(49.1％)

41億   485万円  　　　
17億9,314万円(43.7％)

21億5,440万円  　　　
12億3,879万円(57.5％)

46億5,291万円  　　　
23億8,669万円(51.3％)

予算額　  559億6,939万円
収入済額  221億3,291万円
執行率　  39.5％

180億  134万円
116億5,170万円(64.7％)

162億5,805万円
  20億1,251万円(12.4％)

  52億     50万円

  50億6,778万円

   　　　　　0円(0.0％)

  31億6,505万円
   3億7,023万円(11.7％)

  36億2,690万円(71.6％)

  24億  117万円
  24億  117万円(100.0％)

  22億5,318万円
    4億3,083万円(19.1％)

  36億2,232万円
  16億3,957万円(45.3％)

※「予算額」は、当初予算に前年度繰越金と9月までの補
正予算を足したものです。

…予算額

…収入・支出済額

その他
22億3,813万円

（6.2％）

総　額
360 億
3,711 万円

表
示
に
注
意
し
よ
う

　

市
で
は
、
学
校
・
菓
子
店
舗
・
行
政
が
連
携

し
、
地
元
の
農
畜
産
物
を
活
用
し
た
地
域
グ
ル

メ
と
し
て
「
那
須
塩
原
ス
イ
ー
ツ
」
を
開
発
・

流
通
販
売
す
る
こ
と
で
、
市
の
産
業
活
性
化
と

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

那
須
塩
原
ス
イ
ー
ツ
「
み
る
マ
ン
ジ
ェ
」
は
、

那
須
拓
陽
高
等
学
校
が
レ
シ
ピ
を
開
発
し
、
那

須
清
峰
高
等
学
校
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
り
、
市
内
の
菓
子
店
舗
の
協
力
に

よ
り
生
み
出
さ
れ
、
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
本
レ
シ
ピ
は
、
上
層
に
牛
乳
か
ら
作
っ
た

ブ
ラ
マ
ン
ジ
ェ
、
中
層
に
牛
乳
と
相
性
が
良
い

あ
ん
こ
、
下
地
に
し
っ
と
り
サ
ク
サ
ク
の
ク
ッ

キ
ー
生
地
を
使
い
、
さ
ら
に
店
舗
ご
と
に
独
自

の
創
作
を
加
え
る
こ
と
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
味
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
那
須
塩
原

ス
イ
ー
ツ
を
シ
リ
ー
ズ（
５

日
号
に
掲
載
）
で
紹
介
し

な
が
ら
、
各
店
舗
の
「
み

る
マ
ン
ジ
ェ
」
の
独
自
の

創
作
や
こ
だ
わ
り
に
つ
い

て
伝
え
て
い
き
ま
す
。

ー第1回ー

　市役所本庁舎の北側の道を黒磯文化会館方向に向かっ
た所に本店を構える「ねむの樹」。
　社長の藤田正明さんは、みるマンジェが商品化する
きっかけとなった昨年のスイーツコンテストで、プロの
視点から審査・総評に加わるなど、開発の段階からの協
力者です。
　みるマンジェの商品化の時には「そのままのレシピで
は、商品として提供することは難しいと思うが、女子高
生が一生懸命考えて作ってくれたもの。アレンジを加え
て商品化してみましょう」と快く事業に参加してくれま
した。2 代目の克明さんも「お菓子を通じて、地元が活
性化してくれればうれしい」と積極的です。本店のほか、
若松店でも販売しています。

ねむの樹

トッピングに地元産いちご「なつ
おとめ」や「ブルーベリー」がふ
んだんに使用されています！

本店：上厚崎342-5／☎（62）7545　若松店：豊浦93／☎（64）1888

※
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省

略
し
た
表
記
で
電
話
番
号
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

紹介店
NO.1

〈おすすめポイント〉

※歳入と歳出の合計を比べると、歳出に対して歳入が不足している会
計がありますが、補助金、市債などの一部が未収入のためです。支出
が不足する分は財政調整基金など市の貯金から一時的に繰り替えて運
用をしています。
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　問い合わせ   
    　  秘書課
　　☎ 0287（62）7109

ま
ち
か
ど
通
信

平
成
25
年
度　

第
６
回

執
筆
者

ま
ち
か
ど
通
信
員

渡
邉　

瑞
穂

　

皆
さ
ん
は
、
家
族
や
友
人
、

職
場
の
人
と
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
が
円
滑
に
で
き
て
い
ま

す
か
？
心
を
通
わ
せ
る
「
語
り

方
」や「
聞
き
方
」、「
話
し
合
い
」

が
う
ま
く
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

会
話
は
「
人
」
と
「
人
」
と

の
関
係
全
て
に
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
市
内
で
活
動

す
る
「
親
業
サ
ー
ク
ル　

す
ま

い
る
」に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

　
「
親
業
」
と
は
、
米
国
の
臨

床
心
理
学
者
が
心
理
学
に
お
け

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手
法
を

基
に
創
始
し
た
親
子
関
係
を
良

好
に
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
ソ
ッ
ド
（
具
体

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
）
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
で
は
親
子
関
係
の
み
な

ら
ず
、
よ
り
多
く
の
人
間
関
係

を
円
滑
に
し
て
い
く
方
法
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
親

業
サ
ー
ク
ル　

す
ま
い
る
」は
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
を
体
験
学
習
で
き
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
は
和
室
で

テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
学
習
と
い
っ
て
も
、
講

義
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
身
の
回
り
の
こ
と
を
話
し
た

り
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
た

り
、
参
加
者
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
な
が
ら

行
わ
れ
ま
す
。

　

活
動
に
参
加
し
て
み
る
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
初
心

者
の
私
の
話
を
、
時
に
言
い
換

え
、
時
に
気
持
ち
を
く
み
な
が

ら
皆
さ
ん
は
聞
い
て
く
れ
ま
し

た
。「
な
ん
て
ス
ム
ー
ズ
に
言

葉
が
出
て
く
る
ん
だ
ろ
う
。
と

て
も
素
敵
な
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
だ
な
」と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、「
親
業
」
と
聞
い
て
、

少
し
身
構
え
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
と
内

容
を
理
解
す
る
う
ち
に
、
気
持

ち
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
く

気
が
し
ま
し
た
。「
親
業
」
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

手
法
は
、
心
と
心
を
つ
な
ぐ
会

話
術
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

気持ちを伝え合う方法を学ぶ
「親

おや ぎ ょ う

業サークル　すまいる」
～コミュニケーションを実践から学ぼう！～

大
切
な
人
と
心
が
触
れ

合
っ
て
い
ま
す
か

対
話
を
重
ね
る
活
動

あ
な
た
も「
す
ま
い
る
」に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

まずはお茶を飲みながら楽
しく会話が始まりました

会話について、その場です
ぐにアドバイスを受けます

と
き
…
11
月
18
日
㈪
、
来
年
１
月
20
日
㈪
、
３
月

17
日
㈪
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
）

と
こ
ろ
…
大
山
公
民
館
和
室

問
い
合
わ
せ　

親
業
す
ま
い
る
（
川
島
）　

　
　
　
　
　
　

☎
／
FAX
０
２
８
７（
37
）５
１
３
０

市
外
の
人
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
楽
し

く
交
流
し
て
い
ま
す

●
今
後
の
活
動
予
定

　親業は親や子ども、大切な人との間に温かく
丈夫な「心の架け橋」を築き、共に成長し合え
る関係づくりを学びます。子どもの成長と、親
自身の成長を一緒に楽しみましょう！

（親業訓練シニアインストラクター　大屋弘子）

♦講師コメント♦

一
般
住
宅
の

            

除
染
実
施
状
況

　

市
で
は
、
一
般
住
宅
の
除
染
に

つ
い
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
市
内

を
公
民
館
エ
リ
ア
に
分
割
し
、
比

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し

ま
す

　

10
月
１
日
付
け
で
、
津つ

ぶ

ら
布
樂

光み
つ
え惠

氏
が
、
人
権
擁
護
委
員
に
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
に
は
13
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
、
相
談
業
務
の
ほ
か
、

各
学
校
や
街
頭
で
の
啓
発
活
動
、

人
権
作
文
の
審
査
な
ど
、
人
権
擁

護
の
た
め
の
幅
広
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
人
権
相
談
」
の
開
設
日
時
、

場
所
は
、
広
報
な
す
し
お
ば
ら
の

毎
月
20
日
号
で
、
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
５

津布樂 光惠 氏

較
的
空
間
放
射
線
量
率
が
高
い
エ

リ
ア
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
事
業
と
し
て
、
ハ

ロ
ー
プ
ラ
ザ
、
鍋
掛
公
民
館
、
東

那
須
野
公
民
館
、
西
公
民
館
、
厚

崎
公
民
館
の
5
つ
の
エ
リ
ア
で
実

施
し
て
お
り
、
平
成
25
年
8
月
末

ま
で
に
除
染
作
業
が
完
了
し
た
住

宅
の
除
染
結
果
に
つ
い
て
、
表
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
狩
野
公
民

館
、
と
よ
う
ら
公
民
館
、
稲
村
公

民
館
、
黒
磯
公
民
館
、
三
島
公
民

館
エ
リ
ア
の
除
染
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
現
在
、
18
歳
以
下
の
子
ど

も
が
居
住
す
る
住
宅
、
そ
の
他
の

住
宅
に
つ
い
て
資
料
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
12
月
中
を
め
ど

に
別
荘
お
よ
び
共
同
住
宅
な
ど
の

所
有
者
に
資
料
を
送
付
す
る
予
定

で
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
事
業
の
対

象
エ
リ
ア
の
人
で
も
除
染
作
業
を

希
望
す
る
人
は
、
対
応
し
ま
す
の

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
林
公
民
館
、
南
公
民

館
、
西
那
須
野
公
民
館
、
大
山
公

民
館
、
塩
原
公
民
館
エ
リ
ア
に
つ

い
て
は
、
入
札
を
行
う
も
業
者
が

決
定
し
な
か
っ
た
た
め
、
平
成
26

年
度
事
業
と
し
て
対
応
す
る
こ
と

対象
エリア

除染作業内容
（※）

空間放射線量率
（高さ地上 1m）

低減率事前測定
（マイクロ
シーベルト

毎時）

事後測定
（マイクロ
シーベルト

毎時）

　　　　　　全体 0.32 0.26 19%

表土除去あり 0.32 0.24 25%

通常メニュー 0.33 0.29 12%

0.23 マイクロシー
ベルト毎時未満の
ため雨どい下のみ

0.21 0.19 10%

ハロープラザエリア 0.40 0.32 20%

鍋掛公民館エリア 0.36 0.29 19%

東那須野公民館エリア 0.31 0.25 19%

西公民館エリア 0.28 0.22 21%

厚崎公民館エリア 0.29 0.23 21%

【表】一般住宅の除染結果
作業件数 4,730 件   作業棟数 5,221 棟　　　　　　　　
                                              平成 25 年 8 月 30 日現在

と
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
居
住
す
る

住
宅
に
つ
い
て
は
、
空
間
放
射
線

量
率
が
比
較
的
高
い
傾
向
に
あ
る

雨
ど
い
吐
き
口
の
み
を
対
象
と
し

て
、
今
年
度
、
マ
イ
ク
ロ
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
除
染
事
業
を
先
行
し
て

行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
皆
さ
ん
に
は
、
既

に
資
料
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

放
射
能
対
策
課
（
除
染
セ
ン　

　

タ
ー
） 

　
　
　
　
　

☎
（
65
）
１
１
１
５

（※）表土除去あり…通常メニューに加え、環境省の補助対
　　　　　　　　　 象外である表土除去を追加した手法
　　　　　　　　    （18 歳以下の子ども、または妊婦の居
                            住する住宅が対象）
　　 通常メニュー…環境省から示されている除染メニュー
                            のうち、市の放射能対策本部会議で決
                            定した手法

中
小
企
業
季
節
資
金
（
年

末
資
金
）
融
資
利
用
の
お

知
ら
せ

　

県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん

に
年
末
の
運
転
資
金
の
融
資
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
対
象　

県
内
に
１
年
以
上
事
業

所
が
あ
り
、
営
業
を
行
っ
て
い
る

中
小
企
業
お
よ
び
事
業
協
同
組
合

な
ど

▼
資
金
の
使
い
み
ち　

商
品
仕
入

れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
い
な
ど
の

季
節
的
な
運
転
資
金

▼
融
資
額　

企
業　

１
千
万
円
以
内

団
体　

１
億
円
以
内

▼
融
資
利
率　

年
２
・
０
％
以
内

※
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
付
す

場
合
、
保
証
付
責
任
共
有
制
度
対

象
外
で
は
１
・
５
％
以
内
、
保
証

付
責
任
共
有
制
度
対
象
で
は
１
・

７
％
以
内
。

▼
融
資
期
限　

来
年
３
月
31
日
㈪

▼
申
し
込
み　

県
内
に
本
店
の
あ

る
銀
行
、
信
用
金
庫
お
よ
び
信
用

組
合
の
県
内
営
業
店
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

12
月
30
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

　

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
県
経
営

　

支
援
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
１

※市内は、市外局番 0287 を省略した表記にしています。
　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩 くらしの情報

  

お
知
ら
せ
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くらしの情報※市内は、市外局番0287を省略した表記にしています。

89

　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を

図
る
た
め
、
11
～
12
月
を
「
市
町

村
税
徴
収
強
化
月
間
２
０
１
３

冬
」
と
し
て
、
県
と
の
協
働
に
よ

り
、
県
内
一
斉
に
徴
収
の
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
こ
の
期
間
外

に
も
納
税
を
呼
び
か
け
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
一
人
一
人
が
市
を
支
え
る
〉

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
市
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま

す
。
納
税
し
な
い
人
が
増
え
る
と

生
活
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

が
行
え
な
く
な
り
ま
す
。

〈
自
主
的
な
納
付
〉

　

期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分
（
差

し
押
さ
え
・
公
売
な
ど
）
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
押
財
産

の
調
査
の
た
め
、
滞
納
者
の
住
居

や
事
務
所
の
捜
索
、
自
動
車
差
し

押
さ
え
の
た
め
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

滞
納
処
分
を
し
な
く
て
も
よ
い

よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納

税
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
市
の
税
収
確
保
の
た
め
の
取
り

組
み
〉

○
納
税
相
談
…
納
期
限
内
に
納
め

～
あ
な
た
の
税
が
未
来
を

拓
く
～
市
町
村
税
徴
収
強

化
月
間
２
０
１
３
冬

個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）
で
納
め
ま

し
ょ
う

　

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税

（
市
県
民
税
）
は
、
地
方
税
法
の

規
定
に
よ
り
、
給
与
支
払
者
（
事

業
者
）
が
、
毎
月
給
与
の
支
払
を

す
る
際
に
徴
収
（
い
わ
ゆ
る
天
引

き
）
し
、
市
町
村
に
納
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
特
別
徴
収
を
し
て
な

い
給
与
支
払
者
（
事
業
者
）
を
対

象
に
、
案
内
通
知
の
送
付
や
訪
問

調
査
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
実
施
を
念

頭
に
、
県
内
で
特
別
徴
収
の
一
斉

指
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
課
税
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
１

市　

町　

村

給
与
支
払
者

【
事
業
者
（
会
社
）】

給与所得者
【納税者（従業員）】

①給与支払報告書の提出
（1 月末まで）

③税額の通知（5 月 10 日ごろ）

⑤徴収した住民税を納入
（翌月 10 日まで）

④給与支払の際に住民税を徴収（天引き）
（6 月から翌年 5 月までの毎月給与支払の際）

②
税
額
の
計
算

③

る
こ
と
が
困
難
な
人
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

○
納
税
催
告
…
納
期
限
を
過
ぎ
て

も
納
付
が
な
い
人
に
対
し
、
督
促

状
・
催
告
書
な
ど
の
送
付
、
電
話

催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問

を
行
い
ま
す
。

○
財
産
調
査
…
滞
納
者
の
財
産
に

つ
い
て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、

保
険
会
社
、
通
信
機
関
な
ど
に
対

し
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
給
与
調
査
…
滞
納
者
の
給
与
を

差
し
押
さ
え
す
る
た
め
、
勤
務
先

に
対
し
て
給
与
の
調
査
を
行
い
ま

す
。

○
差
押
処
分
…
不
動
産
・
預
貯
金

や
生
命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自

動
車
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い

ま
す
。
差
し
押
さ
え
後
も
納
付
さ

れ
な
い
場
合
、差
押
財
産
の
公
売
・

取
り
立
て
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
収
税
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
９
０

11 月 の 納 税
   〈市税〉　　　　　　　　　　　　　〈県税〉
   ●国民健康保険税           第 5 期     ◆個人事業税　　　第２期
　●後期高齢者医療保険料  第 5 期       大田原県税事務所課税課（大田
　●介護保険料                 第 4 期       原市中央１―９―９那須庁舎内
　                                                    1 階）                                                             
　                                                   ☎ 0287（23）4172　　

～納税は便利な口座振替で～

12 月 2 日㈪が納期限です

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

社
会
保
険
料
控
除
に
は
証

明
書
な
ど
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
た

保
険
料
の
全
額
が
所
得
税
・
市
県

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
保
険

料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
は
、
毎
年
1
月
1
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
め

た
（
見
込
み
を
含
む
）
納
付
額
を

証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
の

添
付
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

は
郵
送
さ
れ
ま
す

　

控
除
証
明
書
は
、
毎
年
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き

で
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
手
続
き
を
す
る
と
き

ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

※
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
25
年

10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
人
は
、
平
成
26
年
2
月
上

旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

▼
そ
の
他

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
場
合
、
そ
の
納
め
た
保
険
料

全
額
が
納
め
た
人
の
所
得
税
・
市

県
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
に
は
、
家
族
分
の
控
除
証

明
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
紛
失
し
た
場
合

に
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

年
金
手
帳
な
ど
を
用
意
し
て
、
控

除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
６
３
１
３

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
来
年
3
月
14
日
ま
で
）

　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

※
12
月
29
日
～
1
月
3
日
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

▼
助
成
額

・
一
泊
ド
ッ
ク　
　

３
万
２
千
円

・
日
帰
り
ド
ッ
ク　

１
万
８
千
円

・
脳
ド
ッ
ク　
　
　

１
万
９
千
円

※
自
己
負
担
の
額
は
、
検
診
機
関

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
実
施
期
限　

来
年
３
月
31
日
㈪

▼
申
込
期
限　

来
年
２
月
28
日
㈮

〈
健
康
度
ア
ッ
プ
事
業
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
〉

　

市
内
の
健
康
増
進
施
設
や

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
、
自
分

の
健
康
度
に
合
わ
せ
て
運
動
指
導

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

楽
し
み
な
が
ら
生
活
習
慣
病
の

予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
40
～
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者

▼
内
容　

健
康
度
測
定
（
基
礎
代

謝
量
、
体
脂
肪
率
、
筋
肉
量
、
体

水
分
量
、
肥
満
度
、
骨
量
な
ど
）、

各
種
マ
シ
ー
ン
を
用
い
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
有
酸
素
運
動
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど

※
週
２
回
、
３
カ
月
の
コ
ー
ス
で

す
。

▼
実
施
施
設　

Ａ
Ｔ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
、
Ｋ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
、
女
性
専
用
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
Ｂ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
、
ウ
ェ
ル
ネ

ス
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
、
フ
ァ
イ
ン
ド

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お

知
ら
せ

〈
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
国

民
健
康
保
険
が
助
成
し
ま
す
〉

　

被
保
険
者
の
病
気
の
早
期
発

見
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た

め
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
一
部
助

成
し
ま
す
。

▼
対
象　

納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
30
～
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者

※
今
年
度
、
特
定
健
診
を
受
診
し

た
人
は
対
象
外
で
す
。

検
診
機
関
・
種
別

○
菅
間
記
念
病
院

　

一
泊
ド
ッ
ク
・
日
帰
り
ド
ッ
ク
・

　

脳
ド
ッ
ク

○
那
須
脳
神
経
外
科
病
院

　

脳
ド
ッ
ク

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

　

一
泊
ド
ッ
ク
・
日
帰
り
ド
ッ
ク
・

　

脳
ド
ッ
ク

○
那
須
中
央
病
院

　

一
泊
ド
ッ
ク
・
日
帰
り
ド
ッ
ク
・

　

脳
ド
ッ
ク　
　
　
　

○
那
須
赤
十
字
病
院

　

日
帰
り
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

　

一
泊
ド
ッ
ク
・
日
帰
り
ド
ッ
ク
・

　

脳
ド
ッ
ク

○
栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団

　

日
帰
り
ド
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
女
性
専
用

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
カ
ー
ブ
ス

▼
個
人
負
担　

５
４
０
０
円
（
３

カ
月
間
）

※
総
費
用
１
万
８
千
円
の
３
割
。

残
り
の
７
割
は
国
民
健
康
保
険
が

負
担
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

12
月
27
日
㈮

▼
申
込
方
法　

保
険
証
と
印
か
ん

を
持
参
し
、
次
の
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
９

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
３

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
８
８

　

箒
根
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
５
１
１

市
政
懇
談
会
の
概
要
を
公

表
し
て
い
ま
す

　

市
長
ほ
か
、
市
の
幹
部
職
員
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
意
見
交
換

を
行
う
「
市
政
懇
談
会
」
が
７
月

に
市
内
４
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

市
政
懇
談
会
に
は
、
２
０
４
人

の
参
加
が
あ
り
、
日
ご
ろ
地
域
で

困
っ
て
い
る
問
題
や
市
政
に
関
す

る
質
問
な
ど
１
６
０
件
の
意
見
・

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
市
政
懇
談
会
の
概
要
を
次

の
施
設
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

▼
閲
覧
場
所　

本
秘
書
課
、
西
総

務
税
務
課
、
塩
総
務
福
祉
課
、
箒

根
出
張
所
、
各
公
民
館
、
各
図
書

館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
秘
書
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
０
９

平
成
25
年
分
所
得
税

 　

青
色
申
告
決
算
説
明
会

　

大
田
原
税
務
署
で
は
、
営
業
所

得
者
や
農
業
所
得
者
を
対
象
と
し

た
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
決
算
書
な
ど
の

サ
ン
プ
ル
を
配
布
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
３
１
１
５

開 催 日 対象所得 時　　間 会　　場 対象地区

12 月 10 日㈫ 営業 午前 10 時～正午
那須町文化センター
小ホール（那須町大字 
 寺子乙 2567－10）

那須町

12 月 11 日㈬
営業 午前 10 時～正午

厚崎公民館
那須塩原市

農業 午後 2 時～ 4 時 那須塩原市
那須町

12 月 13 日㈮
営業 午前 10 時～正午 大田原市総合文化会

館（大田原市本町
1 － 3 － 3） 

大田原市
農業 午後 2 時～ 4 時

※対象地区以外の会場でも参加できます。

　

ワ
ッ
ク
ス
掛
け
の
た
め
、
塩
原

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
を

臨
時
休
館
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
18
日
㈪

▼
と
こ
ろ　

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
）

※
そ
の
他
の
施
設
は
、
利
用
で
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
５
２
５
５

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館
を
臨
時
休
館

し
ま
す
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本
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
児
童
の

絵
画
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す

　

市
で
は
、
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
、

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の
児
童

の
絵
画
作
品
な
ど
の
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
観
て
も
ら
う

こ
と
で
、
児
童
の
意
欲
・
成
長
を

促
す
と
と
も
に
、
憩
い
と
和
み
の

場
と
し
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
庁
舎
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
予
定

　

11
月　

虹
ヶ
丘
幼
稚
園

　

12
月　

い
な
む
ら
保
育
園

　

１
月　

コ
メ
ッ
ト
保
育
園

展示の様子

交
通
遺
児
基
金
配
分
金
を

贈
呈
し
ま
す

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
を
基

に
、次
の
全
て
に
該
当
す
る
児
童
・

生
徒
に
配
分
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
対
象

①
平
成
25
年
４
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
義
務
教
育
中
の
人

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
協

力
く
だ
さ
い

　

市
内
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進
状
況
や
市
民
意
識
の
実
態

を
把
握
し
、
今
後
の
取
り
組
み
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
用
紙
が
届
い
た
人
は
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
を
利
用
し
、
12

月
1
日
ま
で
に
郵
便
ポ
ス
ト
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間　

11
月
10
日
㈰
～
12

月
1
日
㈰

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

（
２
千
人
）

▼
調
査
方
法　

郵
送

▼
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

本
市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
１
９

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派

遣
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
要
請
に
応
じ
て
、
耐
震
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
県
の
認
定
を
受
け
た
住

宅
耐
震
化
の
専
門
家
）
を
派
遣
し

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
耐
震
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
自
宅
に
出
向
き
、
耐
震
診

断
・
改
修
に
関
す
る
相
談
を
受
け

る
も
の
で
す
。
派
遣
に
要
す
る
費

用
は
、
市
が
す
べ
て
負
担
す
る
た

め
、
個
人
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅

・
２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建
て
木

造
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
併
用
住
宅

の
場
合
は
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

１
／
２
以
上
で
あ
る
こ
と
）

・
貸
家
で
な
い
こ
と

・
着
工
が
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
で
あ
る
こ
と

▼
対
象　

対
象
と
な
る
住
宅
を
所

有
し
て
い
る
人　

▼
申
込
方
法　

建
築
指
導
課
に
あ

る
「
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
申

請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

耐
震
診
断
・
改
修
費
補
助
事
業

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前

着
工
の
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐

震
診
断
費
用
・
耐
震
改
修
費
用
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
補
助
金
の
額

・
耐
震
診
断
費
用
の
２
／
３
の
額

（
限
度
額
２
万
円
）

・
補
強
計
画
策
定
費
用
の
２
／
３

の
額
（
限
度
額
８
万
円
）

・
耐
震
改
修
費
用
の
１
／
２
の
額

（
限
度
額
80
万
円
）

※
補
助
戸
数
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
補
助
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
建
築
指
導
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
６
９

③
交
通
事
故
で
父
母
ま
た
は
父
母

の
一
方
を
亡
く
し
て
い
る
人

▼
そ
の
他　

市
外
の
小
中
学
校

（
特
別
支
援
学
校
な
ど
を
含
む
）

に
在
籍
し
て
い
る
人
は
、
11
月
15

日
㈮
ま
で
に
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
市
内
の
小
中
学
校
（
那
須
特
別

支
援
学
校
を
含
む
）
に
在
籍
し
て

い
る
児
童
・
生
徒
は
、
学
校
に
調

査
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
２
２

「
広
報
な
す
し
お
ば
ら
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力

く
だ
さ
い

　

よ
り
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
多

く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
を

作
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

調
査
用
紙
が
届
い
た
人
は
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
を
利
用
し
、
12

月
５
日
ま
で
に
回
答
し
て
く
だ
さ

い
。

　

２
月　

ゆ
た
か
保
育
園　

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
子
ど
も
課 

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
４
２

　

西
那
須
野
地
区
・
塩
原
地
区
で

は
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期

間
中
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま

す
。
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
９
日
㈯
～
15
日
㈮

の
午
前
７
時
と
午
後
６
時
に
15
秒

間▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
西

　

那
須
野
分
署

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
２
３
０
０

　

塩
原
分
署

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
４
９

秋
期
火
災
予
防
運
動
期
間

中
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

ま
す

11
月
９
日
㈯
～
15
日
㈮
は

秋
季
火
災
予
防
運
動
週
間

「
消
す
ま
で
は

　
　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

（
平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

▼
住
宅
防
火　

　

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
）

【
３
つ
の
習
慣
】

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
火
す

る
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど

を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

▼
問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

　

課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
８
６
４

　

板
室
分
署

　
　
　
　
　

☎
（
69
）
０
１
１
９

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

　

防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
３
０
１
６

　

西
那
須
野
分
署

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
２
３
０
０

　

塩
原
分
署

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
４
９

防
火
ポ
ス
タ
ー（
絵
画
）
の

入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　

塩
原
防
火
管
理
協
会
は
、
塩
原

地
区
の
各
小
中
学
校
か
ら
募
集
し

た
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の
審
査
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
作
品
は
、
防
火
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
、
事
業
所
お
よ
び

小
中
学
校
に
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
全
作
品
を
11
月
９

日
㈯
～
15
日
㈮
の
火
災
予
防
期
間

中
、
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
に
展
示
し
ま

す
。

▼
最
優
秀
賞

　

髙
久
洸
太
郎
（
金
沢
小
５
年
）

　

相
田
隆り

ゅ
う
す
け

佑
（
塩
原
中
１
年
）

▼
金
賞

　

深
堀
駿と

し
き貴
（
金
沢
小
６
年
） 

▼
銀
賞

　

安
達
彩
乃
（
横
林
小
５
年
）

　

塩し
お
た
ひ
よ
り

田
妃
和
（
塩
原
小
６
年
）

　

吉
成
さ
く
ら
（
箒
根
中
２
年
）

▼
銅
賞

　

君
島
沙
也
伽
（
塩
原
小
５
年
）

　

齋
藤
い
づ
み
（
横
林
小
６
年
）

　

江
連
史
緒
莉
（
箒
根
中
２
年
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
防
火
管
理
協
会
（
事
務
局

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
塩

　

原
分
署
）

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
４
９

火　災 救　急
建　物   2 件 交通事故  　51 件
林　野   0 件 急　病   201 件
その他   0 件 その他     82 件

25 年の累計 58 件 25 年の累計    3,242 件
火災のテレフォンサービス
　　☎ 0180 － 992009（黒磯地区）
　　☎ (22)0119（西那須野・塩原地区）

○ 9月の火災と救急

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相

談
開
設

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
中
で
あ
る
11
月
18
日
㈪
～
24

日
㈰
の
１
週
間
を
全
国
一
斉
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か

ら
の
暴
力
や
職
場
な
ど
に
お
け
る

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
の

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
電
話

で
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
強
化
週
間
中
は
、
女
性

の
人
権
問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護

委
員
が
担
当
し
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
は
、
午
前
10
時
～
午

後
５
時

▼
相
談
先

　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
５

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日

か
ら
17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
定
め
、
各
種
の
広
報
・

広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
税
に
関
す
る
作
文
の
優
秀
作
品

の
展
示
な
ど
（
パ
ネ
ル
展
示
）

▼
と
き　

11
月
11
日
㈪
～
17
日
㈰

▼
と
こ
ろ　

大
田
原
税
務
署
、
大

11
月
11
日
㈪
～
17
日
㈰
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

田
原
県
税
事
務
所
、
大
田
原
市
役

所
、
那
須
塩
原
市
役
所
、
那
須
町

役
場
、
金
融
機
関
ほ
か

○
税
務
署
長
講
演
会

▼
と
き　

11
月
13
日
㈬
午
後
1
時

～
2
時

▼
と
こ
ろ　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
（
大
田
原
市
本
町
１

―
２
７
０
３
―
６
）

○
納
税
表
彰
式
、
税
に
関
す
る
作

文
の
表
彰
式

▼
と
き　

11
月
13
日
㈬
午
後
2
時

30
分
～
4
時

▼
と
こ
ろ　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
２
８
７(

22)

３
１
１
５

▼
実
施
期
間　

11
月
15
日
㈮
～
12

月
５
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民
（
千

人
）

▼
調
査
方
法　

郵
送

▼
送
付
先･

問
い
合
わ
せ　

　

本
秘
書
課

           　

☎
（
62
）
７
１
０
９

　
    　「広報なすしおばら」掲載広告を募集中

　 掲載枠（いずれも黒単色）
　  １号広告（48㎜× 170㎜）、２号広告（48㎜× 85㎜）　
　 掲載料（１回当たりの税込み掲載料）
　  １号広告：30,000 円、２号広告：15,000 円
　 発行部数　35,500 部（平成 25 年 10 月 20 日号現在）
　 問い合わせ　　　　　　 秘書課　☎（62）7109
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高
等
工
科
学
校
（
自
衛
隊

生
徒
）
募
集

　

高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の

教
育
を
受
け
な
が
ら
、
自
衛
官
と

し
て
必
要
な
各
種
教
育
や
訓
練
を

受
け
ま
す
。生
徒
課
程
修
了
時「
高

等
学
校
の
卒
業
資
格
」
を
取
得
で

き
ま
す
。

  

募
集

県立衛生福祉大学校　平成 26 年度学生募集（一般入学試験）

区　分 募集人数 願書受付期間 試　験　日 合格発表 その他

保
健
看
護
学
部

保 健 学 科 30 人

 11 月 26 日㈫～ 12 月 4 日㈬ 

１次 1 月 10 日㈮ 1 月 24 日㈮

２次 ２月   3 日㈮ ２月 13 日㈭

看
護
学
科

本　　科 80 人
1 次 1 月   8 日㈬ 1 月 24 日㈮
2 次 1 月 30 日㈭ ２月 13 日㈭

専科（昼間） 40 人 1 次 1 月   9 日㈭ 1 月 24 日㈮

専科（夜間） 40 人 2 次 1 月 31 日㈮ ２月 13 日㈭
歯科
技術
学部

歯科衛生学科 30 人
 12 月 11 日㈬～ 25 日㈬

1 月 23 日㈭
2 月  4 日㈫

歯科技工学科 15 人 1 月 22 日㈬ 簡単な石こう彫刻
の実技試験有り

臨床
検査
学部

臨床検査学科 20 人  12 月 11 日㈬～ 19 日㈭
1 次 1 月 21 日㈫ 2 月  5 日㈬

2 次 2 月 13 日㈭ 2 月 25 日㈫

※募集人数には、推薦入試（看護学科本科、専科昼間、歯科技工学科は 4 割程度、歯科衛生学科は 5 割程度）を含みます。

　地域の保健医療に従事する人材を育てるため、平成 26 年度学生を募集します。
問い合わせ　県立衛生福祉大学校学生課　☎ 028（645）9227
　　　　　　宇都宮市陽南 4 丁目 2 － 1

　

な
お
、教
育
期
間
生
徒
手
当（
月

額
９
万
４
９
０
０
円
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す

る
中
学
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

の
人
で
、
平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
、
17
歳
未
満
の
男
子

▼
応
募
期
限

○
推
薦
（
中
学
校
長
の
推
薦
が
必

要
）
…
12
月
６
日
㈮

○
一
般
…
来
年
１
月
10
日
㈮

▼
試
験
日

○
推
薦
…
来
年
１
月
11
日
㈯
～
13

日
㈷
㈪
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１

日　○
一
般
…
第
１
次
試
験　

来
年
１

月
18
日
㈯

▼
試
験
会
場　

○
推
薦
…
神
奈
川
県
横
須
賀
市

○
一
般
…
大
田
原
市
内
予
定

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
大
田
原
地
域
事
務
所

　

大
田
原
市
富
士
見
１
丁
目

　

３
９
２
１

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
２
９
４
０

児
童
虐
待
か
な
？
と
感
じ

た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

あ
な
た
の
身
の
回
り
に
「
も
し

か
し
た
ら
虐
待
を
受
け
て
い
る
の

で
は
？
」「
よ
く
わ
か
ら
な
い
け

れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
心
配
な
親
子
」

な
ど
と
思
わ
れ
る
人
や
、「
子
育

て
が
大
変
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
虐

待
し
て
し
ま
い
そ
う
」
な
ど
、
悩

ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
、

気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
秘
密
は
守
り
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
先

子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
64
）
３
７
２
４

県
県
北
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
１
０
５
８

（
土
・
日
曜
、祝
日
）市
役
所
日
直

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
１
７

（
夜
間
）
黒
磯
那
須
消
防
組
合

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
７
３
６

（
夜
間
・
休
日
）
県
児
童
虐
待
緊

急
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
８
（
６
６
５
）
３
６
７
７

▼
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
64
）
３
７
２
４

社
会
的
養
護
を
担
う
養
育

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

養
育
里
親
と
は
、
保
護
者
の
い

な
い
児
童
ま
た
は
何
ら
か
の
理
由

で
保
護
者
が
養
育
で
き
な
い
児
童

を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛

情
を
込
め
て
養
育
し
て
く
れ
る
人

の
こ
と
で
す
。

　

養
育
期
間
は
、
①
児
童
が
社
会

的
自
立
が
可
能
と
な
る
ま
で
、
②

保
護
者
が
児
童
を
引
き
取
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
な
ど
児
童
の
状
況

に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

　

養
育
里
親
と
な
る
た
め
に
は
、

原
則
６
日
間
の
研
修
を
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
県
北
児
童
相
談

所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
県
北
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
１
０
５
８

▼
入
校
選
考　

11
月
29
日
㈮
（
適

性
試
験
、
面
接
、
志
願
理
由
書
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
県
北
産
業
技

術
専
門
校
（
那
須
町
高
久
甲

５
２
２
６
ー
24
）

▼
授
業
料　

無
料
（
教
材
費
な
ど

は
自
己
負
担
）

▼
募
集
科
・
定
員
・
訓
練
期
間
・

対
象
者

▼
申
し
込
み

○
離
転
職
者
…
住
所
地
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

○
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人
…

県
北
産
業
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

科　名 定員 訓　練　期　間 対　象
機械加工科

（１月コース） ５人 平成 26 年 1 月 7 日～
6 月 23 日（6 ヶ月間） 離転職者

機械加工科
（４月コース） ５人

平成 26 年 4 月 7 日～
9 月 30 日（6 ヶ月間） 平成26年3月

高等学校卒業
見込みの者

ＮＣ機械科
（４月コース） ５人

観光サービス科
（４月コース） ５人

電気設備科 ５人
平成 26 年 4 月 7 日～
平成 27 年 3 月 23 日

（１年間）

国
民
健
康
保
険
保
健
事
業

ス
イ
ミ
ン
グ
健
康
教
室

　

被
保
険
者
の
健
康
増
進
の
た

め
、
ス
イ
ミ
ン
グ
健
康
教
室
（
第

３
期
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象　

納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
18
～
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者

▼
実
施
期
間　

12
月
～
来
年
２
月

の
週
２
日

▼
内
容　

水
中
体
操
、水
中
歩
行
、

泳
ぎ
の
基
礎
な
ど

▼
参
加
費　

６
１
４
３
円
（
３
カ

月
間
）

※
総
費
用
２
万
４
７
５
円
の
う

ち
、
１
万
４
３
３
２
円
を
国
民
健

康
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

▼
実
施
施
設
・
時
間
・
定
員

○
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　（
上
厚
崎
）

　

☎
（
64
）
３
２
３
１

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分　

　
（
日
、
月
曜
を
除
く
２
日
）

　

定
員　

20
人

○
フ
ァ
イ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　（
西
大
和
）

　

☎
（
36
）
０
４
１
９

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
（
水
、
土
、
日
曜
を
除
く
２
日
）

　

定
員　

10
人

○
塩
原
あ
か
つ
き
の
湯
（
関
谷
）

　

☎
（
35
）
２
７
１
１

　

午
後
１
時
～
２
時
（
火
、
木
曜

　

の
２
日
）

　

定
員　

15
人

▼
申
込
方
法　

参
加
希
望
者
は
、

実
施
施
設
と
日
程
調
整
の
う
え
、

事
前
に
体
験
教
室
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際
は
、
国

民
健
康
保
険
証
と
印
か
ん
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
。

※
70
歳
以
上
の
人
は
、
医
師
の
診

断
書
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
限　

11
月
14
日
㈭

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
９

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
３

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
８
８

　

箒
根
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
５
１
１

県
看
護
協
会

県
北
地
区
支
部
主
催
研
修

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
学
生
な
ど
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　

知
っ
て
お
き
た
い
認

知
症
の
基
本
～
認
知
症
の
人
の
た

め
に
家
族
が
で
き
る
こ
と
～

▼
と
き　

11
月
21
日
㈭
午
後
２
時

～
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時

～
）

▼
と
こ
ろ　

国
際
医
療
福
祉
大
学

病
院
B
館
5
階
講
堂

▼
講
師　

齋
藤
智
子
氏
（
芳
賀
赤

十
字
病
院
認
知
症
認
定
看
護
師
）

▼
定
員　

１
０
０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
看
護

　

部

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
２
２
２
１

※
問
い
合
わ
せ
は
、
午
前
10
時
～

午
後
４
時
の
間
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

  

研
修
・
講
座
・
教
室

▼
募
集
期
限　

11
月
22
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校
短

　

期
訓
練
担
当

　

☎
０
２
８
７(

64)

４
０
０
０

市
民
公
開
講
座
「
肺
が
ん

に
な
ら
な
い
た
め
に
」

　

那
須
郡
市
医
師
会
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
24
日
㈰
午
前
11
時

30
分
～
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ　

大
田
原
市
総
合
文
化

会
館
（
大
田
原
市
本
町
１
―
３
―

３
）

▼
内
容

・
健
康
相
談
（
正
午
～
午
後
１
時

30
分
）

・
C
O
濃
度
、肺
機
能
の
検
査（
午

前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分
）

・
講
演
（
午
後
2
時
～
4
時
）

①
禁
煙
な
く
し
て
肺
が
ん
の
克
服

な
し
～
た
ば
こ
の
止
め
方
、
止
め

さ
せ
方
を
伝
授
し
ま
す
～

講
師
…
坂
東
政ま
さ
し司

氏
（
自
治
医
科

大
学
呼
吸
器
内
科
准
教
授
）

②
肺
が
ん
は
治
せ
る
～
早
期
発
見

が
重
要
～

講
師
…
蘇そ

は
ら原
泰
則
氏
（
国
際
医
療

福
祉
大
学
病
院
院
長
）

・
そ
の
他
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

　

那
須
郡
市
医
師
会

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
８
６
４
７
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サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

活
動
説
明
会

　

就
職
に
関
す
る
こ
と
、
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
人
を
対
象
に
と

ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
活
動
内
容
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
7
日
㈯
午
前
10
時

～
正
午

▼
と
こ
ろ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ

ア
コ
ー
チ
内
研
修
室

▼
内
容

○
基
調
講
演
…
若
者
職
業
的
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
（
講
師
…
髙
木
義

博
氏
）

○
県
北
サ
ポ
ス
テ
活
動
事
例
発
表

○
サ
ポ
ス
テ
体
験
ワ
ー
ク

▼
対
象　

15
～
39
歳
の
若
年
無
業

者
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費　

無
料　

▼
申
込
期
限　

11
月
29
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ

　
（
と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　
　
　
　
　

☎
（
47
）
５
２
０
０

市
民
大
学
講
座
「
宇
都
宮

共
和
大
学
連
携
講
座
」

▼
と
き
・
テ
ー
マ
・
講
師

○
11
月
24
日
㈰

　
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
福

祉
」・
月つ

き
は
し橋
春
美
氏
（
宇
都
宮
共

和
大
学
准
教
授
）

○
来
年
３
月
８
日
㈯

　
「
世
代
間
交
流
」・
間ま

の野
百も

も
こ子
氏

（
宇
都
宮
共
和
大
学
教
授
）

○
来
年
３
月
22
日
㈯

　
「
認
知
症
予
防
の
た
め
の
音
楽

療
法
」・
山
本
久
美
子
氏
（
宇
都

宮
短
期
大
学
准
教
授
）

※
各
回
と
も
午
前
10
時
～
正
午
。

▼
対
象　

市
民
、
市
内
勤
務
・
通

学
者

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
方
法　

氏
名
・
住
所
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
西
生

涯
学
習
課
に
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
便
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ

い
。
電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
生
涯
学
習
課

　

〠
３
２
９
―
２
７
９
２

　

あ
た
ご
町
２
―
３

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
３
６
４

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
（
37
）
５
４
７
９

　
　

shougai@

　

city.nasushiobara.lg.jp

  

催
し

第
３
回
ダ
ブ
ル
ス
チ
ー
ム

卓
球
大
会

▼
と
き　

12
月
８
日
㈰
午
前
８
時

30
分
集
合

▼
と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公

園
体
育
館

▼
対
象　

那
須
塩
原
市
、
大
田
原

市
、
那
須
町
に
在
勤
、
在
学
、
在

住
の
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※
１
チ
ー
ム
は
３
ペ
ア
で
構
成
、

合
計
６
人
。

▼
定
員　

各
団
体
２
チ
ー
ム
ま
で

▼
内
容　

男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
団
体

戦
に
よ
る
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▼
参
加
費

○
一
般
、
ク
ラ
ブ
、
事
業
所
、
大

学
生
…
１
チ
ー
ム
２
５
０
０
円

○
高
校
生
以
下
…
１
チ
ー
ム

１
５
０
０
円

▼
申
し
込
み　

チ
ー
ム
名
、
選
手

名
、
責
任
者
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
市
卓
球
協
会
（
八
木
澤
）

宛
て
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
の
用
紙
は
自
由
で

す
。

〠
３
２
５
―
０
０
２
７　

　

共
墾
社
89
―
22

　
　
　
　
　

FAX
（
64
）
０
２
４
７

▼
申
込
期
限　

11
月
22
日
㈮
必
着

▼
問
い
合
わ
せ　

　

市
卓
球
協
会
（
八
木
澤
）

☎
０
９
０（
７
８
２
０
）６
２
４
２

※
平
日
は
午
後
６
時
過
ぎ
の
み
。

　
（
長
濱
）

☎
０
９
０（
５
４
０
１
）８
７
６
９

第
30
回
黒
羽
矯
正
展

▼
と
き　

11
月
23
日
㈷
㈯
午
前
9

つ
ど
い
の
広
場
運
営
団
体

募
集
説
明
会

　

子
育
て
中
の
親
子
が
、
気
軽
に

相
互
の
交
流
を
行
う
場
で
あ
る
、

つ
ど
い
の
広
場
の
運
営
を
委
託
す

る
団
体
を
募
集
す
る
た
め
、
募
集

要
項
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

那
須
塩
原
駅
周
辺

に
広
場
開
設
の
場
所
が
確
保
で

き
、
か
つ
適
切
な
運
営
が
で
き
る

団
体

▼
と
き　

11
月
25
日
㈪
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎

１
０
１
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
子
ど
も
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
８

黒
磯
図
書
館

　
　
　
　

こ
ど
も
ま
つ
り

　

お
は
な
し
や
遊
び
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
わ
く
わ

く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
24
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
0
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

黒
磯
図
書
館

▼
内
容　

人
形
劇
、
お
は
な
し
と

紙
芝
居
、
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
、

チ
ェ
ロ
演
奏
、体
験
コ
ー
ナ
ー（
お

り
が
み
・
点
字
・
録
音
）
な
ど

▼
そ
の
他　

午
前
9
時
30
分
～
午

後
2
時
は
、
2
階
で
の
読
書
・
調

べ
も
の
な
ど
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
1
階
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
図
書
館　

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
９
０
３
１

海
浜
の
初
日
の
出

▼
と
き　

12
月
31
日
㈫
～
来
年
１

月
１
日
㈬
（
１
泊
２
日
）

▼
と
こ
ろ　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の

家▼
内
容　

初
日
の
出
観
賞
、
も
ち

つ
き
、
た
こ
づ
く
り
、
正
月
遊
び

ほ
か

▼
対
象　

県
民

▼
定
員　

約
２
５
０
人
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
部
屋
の
タ
イ
プ
ご
と
に
募
集
。

▼
部
屋
の
タ
イ
プ

①
ロ
ッ
ジ
（
４
～
８
人
） 　

10
組

②
和
室
（
４
～
10
人
）　　

 

４
組

③
洋
室
２
人
部
屋　
　
　
　

４
組

④
洋
室
３
～
４
人
部
屋　
　

16
組

⑤
洋
室
５
～
10
人
部
屋　
　

25
組

▼
参
加
費

　

大
人　
　
　
　
　

５
３
０
０
円

　

高
校
生　
　
　
　

３
９
０
０
円

　

中
学
生　
　
　
　

３
１
０
０
円

　

小
学
生　
　
　
　

２
９
０
０
円

　

３
歳
以
上
学
齢
前
２
１
０
０
円

　

３
歳
未
満　
　
　
　

３
０
０
円

※
食
事
の
希
望
に
よ
っ
て
、
別
途

料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号
・
代
表
者
・
全
参
加
希

望
者
の
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・

希
望
の
部
屋
の
タ
イ
プ
を
明
記

し
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
で

申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

11
月
25
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
指
導
課

　

〠
３
１
１
―
１
４
１
２

　

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
３
３
６
―

　

２

　

☎
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
４

　

FAX
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
８

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
に
関

す
る
講
演
会
を
行
い
ま
す

▼
テ
ー
マ　

胃
が
ん
は
予
知
で
き

る
！
～
知
っ
て
受
け
よ
う
胃
が
ん

リ
ス
ク
（
危
険
度
）
検
診
～

第
37
回

　

歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▼
と
き　

12
月
８
日
㈰
午
前
９
時

▼
と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
体

▼
講
師　

三
木
一
正
氏
（
N
P
O

法
人
日
本
胃
が
ん
予
知
・
診
断
・

治
療
研
究
機
構
理
事
長
）

▼
と
き　

12
月
１
日
㈰
午
後
１
時

～▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

市
民

▼
参
加
費　

無
料

▼
そ
の
他　

当
初
予
定
し
て
い
た

尿
検
査
に
よ
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査
は

な
く
な
り
ま
し
た

▼
申
し
込
み　

電
話
で
各
保
健
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
１
１
０
０

　

西
那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
38
）
１
３
５
６

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
１
１
０
０

平
成
26
年
成
人
式

▼
と
き　

来
年
１
月
12
日
㈰
午
前

10
時
～
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時

30
分
～
）

▼
と
こ
ろ　

・
黒
磯
地
区　
　

黒
磯
文
化
会
館

・
西
那
須
野
地
区　

三
島
ホ
ー
ル

・
塩
原
地
区　
　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

▼
対
象　

平
成
５
年
４
月
２
日
～

平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人▼
そ
の
他　

11
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
民
票
が
あ
る
人
に
案
内
状

を
送
付
し
ま
す

※
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
や
、
11

月
２
日
以
降
に
転
入
届
を
提
出
し

た
人
に
は
案
内
状
が
届
き
ま
せ
ん

の
で
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
申
込
期
限　

12
月
13
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
９
２
５

　
　
　
　
　

FAX
（
37
）
５
４
７
９

　
　

shougai@

　

city.nasushiobara.lg.jp

塩
原
の
か
た
り
べ　

               

定
期
口
演
会

　

自
主
サ
ー
ク
ル
「
塩
原
の
か
た

り
べ
」
で
は
、
定
期
口
演
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

①
午
前
10
時
～
10
時
30
分

②
午
前
11
時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
塩
原
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
待
合
室
と
な
り
「
語
り
の

部
屋
」

▼
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
の
か
た
り
べ(

佐
藤)

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
２
８
６
５ 語りの部屋

三木一正氏

▼
と
き　

11
月
24
日
㈰
午
後
1
時

20
分
～
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

国
際
医
療
福
祉
大
学

Ｏオ
ー

棟
１
０
２
教
室
（
大
田
原
市
北

金
丸
２
６
０
０
―
１
）

▼
講
師　

大
西
暢
夫
氏（
写
真
家
）

▼
内
容　
「
衣
食
住
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
大
西
さ
ん
の
豊
富
な
取
材

で
出
会
っ
た
人
た
ち
や
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
の
写
真
（
震
災
記
録
、
ダ

ム
に
沈
ん
だ
村
な
ど
）
を
見
な
が

ら
、
大
西
さ
ん
の
世
界
観
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い

▼
そ
の
他　

参
加
費
無
料
、
予
約

不
要
で
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
作
業
療
法

　

学
科　

　

☎
０
２
８
７
（
24
）
３
０
１
５

第
4
回
県
作
業
療
法
学
会

一
般
公
開
講
座
「
カ
メ
ラ

マ
ン
と
い
う
仕
事
」

時
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　

黒
羽
刑
務
所
（
大
田

原
市
寒
井
１
４
６
６
―
２
）

▼
内
容　

刑
務
所
内
見
学
、
パ
ネ

ル
展
示
、
木
工
・
洋
裁
・
ス
テ
ン

ド
製
作
体
験
教
室
、
刑
務
所
作
業

製
品
展
示
販
売
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
刑
務
所　

　

☎
０
２
８
７
（
54
）
１
１
９
８

育
館

▼
対
象　

市
民
お
よ
び
市
内
勤
務

者
（
小
学
生
を
除
く
）

▼
参
加
費　

１
人
千
円
（
中
学
生

は
１
人
５
０
０
円
）

※
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
歳
末
助

け
合
い
運
動
に
寄
付
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

当
日
会
場
で
受
け

付
け
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

　

那
須
塩
原
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

　
（
川
嶋
）

☎
０
８
０（
３
０
９
１
）４
０
８
７



　温泉ソムリエとは、温泉ソムリエ
協会から「温泉の知識」と「正しい
入浴法」を身につけた人が認定され
る資格です。
　今回は地元の温泉ソムリエに入浴
のコツや効能を聞きました。市内の
温泉をより健康的に、より気持ちよ
く味わえるよう、ぜひ参考にしてく
ださい。

～入浴前後は水分補給！～
　入浴すると血がドロドロになり
やすいので、入浴の 15分くらい前
にコップ 1杯程度の水分を補給し、
入浴の後にもするとよいでしょう。

～まずはかけ湯とかぶり湯から～
　入浴前は、手足など心臓から遠い
ところから順に、十分なかけ湯をし
て温泉に慣らしましょう。また、か

け湯の後にかぶり湯をしておくのも
立ちくらみの防止になります。

～入浴中は分割浴（反復浴）を～
　長湯は身体に負担をかける場合が
あります。３分間程度入浴をした後
は浴槽から出て休憩し、また入浴を
するといったことを３回程度繰り返
す分割浴（反復浴）をすると負担を
かけにくいのでおすすめです。

～入浴後はあがり湯をしない～
　温泉をあがるときシャワーを浴び
るとせっかくの温泉成分が流れてし
まいます。もし、あがり湯をするな
らば、温泉の湯口のお湯を少し冷ま
してから使うとよいでしょう。

～温泉の効能～
　温泉に入ると、全身にかかる水

温泉ソムリエに聞く、入浴のコツ！

↑泉質によっては病気やけがなどに効
　く「薬理効果」があります（上塩原）

↑露天風呂を楽しむ人たち（福渡）

気持ちいい入浴には
コツがあった

編
集
後
記

▼
本
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と

お
り
、
広
報
な
す
し
お
ば
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

多
く
の
意
見
や
要
望
を
参
考
に
し

て
、
よ
り
良
い
広
報
誌
作
り
に
努

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
対
象
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
台
風
26
号
が
、
全
国
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
本
市

も
、
倒
木
や
道
路
の
冠
水
な
ど
が

あ
り
、
私
の
実
家
で
も
倒
木
の
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
、
備
え
の

大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま

し
た
。

▼
こ
の
１
カ
月
で
急
に
涼
し
く
な

な
り
ま
し
た
。
街
を
歩
い
て
い
て

も
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
を
見
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
も
、

こ
の
数
年
毎
年
必
ず
11
月
に
風
邪

を
ひ
い
て
い
る
の
で
、
今
年
こ
そ

元
気
に
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

▼
秋
は
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
10
月
は
市
内
各
所
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
11

月
に
は
紅
葉
も
見
ご
ろ
を
迎
え
、

秋
ら
し
さ
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は

ま
だ
ま
だ
続
く
の
で
、
今
後
の
取

材
も
楽
し
み
で
す
。

栗 福山
遼

 ●広報なすしおばらNo213(平成25年11月5日） ●発行／那須塩原市●編集／企画部秘書課☎0287(62)7109 
●〒325‐8501 那須塩原市共墾社108‐2●HP http : //www.city.nasushiobara.lg.jp/

【お詫びと訂正】
　10 月 5 日号の「なすしおばら再発見」で
掲載した毛利別邸は平成 21 年に解体され
ております。お詫びして訂正いたします。

圧により、内臓が刺激されて天然マッ
サージのような状態になったり（水圧
効果）、浮力によって体が軽くなった
感覚により、リラックスした状態にな
りやすいです（浮遊効果）。
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エネルギーの 
地産地消！ 

那須塩原で 
エネルギーの 
地産地消！ 
エネルギーの 
地産地消！ 
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